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知症高齢者の家族212名と通所サービス職員39名。
2 ．研究期間













関する項目10項目、IADL 5 項目、ADL 6 項目について
質問した。居住空間の使い方の変化に関する10項目は、
鈴木らの認知症患者の住環境に関する研究で得られたカ
テゴリーと一致するものであり 5 ）、思わない（ 3 点）、





された項目と一致するものであり 6 ）、全くない（ 1 点）、




























は表 1 に示した。認知症高齢者は、要介護度 1 が14人


























































介護度 要介護１ 14 （25.0）
要介護２ 18 （32.1）
要介護３ 15 （26.8）
要介護４  5 （9.0）
要介護５  4 （7.1）
日常生活自立度
（痴呆度）
自立  1 （1.8）
Ⅰ 11 （19.6）
Ⅱ  8 （14.3）
Ⅱa  6 （10.7）
Ⅱb  8 （14.3）
Ⅲa 11 （19.6）
Ⅲb  2 （3.6）
Ⅳ  8 （14.3）
Ｍ  1 （1.8）
日常生活自立度
（寝たきり度）
J1  7 （12.5）
J2  8 （14.3）
A1 25 （44.6）
A2  4 （7.1）
B1  5 （8.9）
B2  3 （5.4）
C1  2 （3.6）
C2  2 （3.6）
認知症の病名 アルツハイマー型 16 （28.6）
脳血管性  4 （7.1）





性別 男性 13 （23.2）
女性 43 （76.8）
年齢（49-88） 62.0±8.6（平均±SD）
続柄 妻  5 （9.0）







1  4 （7.1）
2  9 （16.1）
3 19 （34.0）
4 11 （19.6）
5  3 （5.4）
6  5 （8.9）




性別 男性  7 （12.5）
女性 49 （87.5）
年齢（22-66） 44.7±12.9（平均±SD）




61～  8 （14.3）
職種 看護師 10 （17.9）
介護福祉士  9 （16.1）
生活相談員  6 （10.7）
介護士 31 （55.3）
 












































































































































図 3　家族と職員が評価する「セルフケア A L」の認識の違い　n=56
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